






<結果＞(LDL+VLDL)コレステロールと,栄研キットを用いた(LDL+VLDL)は極めて良好な相関

(相関係数 0.907)を示し,比濁法は充分に信頼がおける。臍帯血および新生児血では

LDL,VLDL,カイロミクロンを分離定量した。臍帯血の LDL は 68.3±54.7mg/d 乏 l(図 1)で,

新生児血の LDL は 337±87.Omg/dl であった。新生児血ではかなりの量のカイロミクロンが

存在し,LDL,VLDL も広範囲の分布がみられた。新生児血と腰帯血の相関を検したが,両者に

は有意の相関を認めなかった。 


